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試験期間

試料名
　分子式

　構造式

ビフェニルの分解度試験成績報告書

昭和¢ク年／！月20日～昭和49年／2月28日

ビフェニル　（試料姦K－78）

Oイ2E旬

／

3　試験方法及び条件

慧三馳…砒聯一…・
　3／　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　、32　酸素消費量測定

　　　　　3／の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　　侮）使用分析機器

　　　　　　ガスクロマトグラフ　　　検出器FID

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続ぐ）

㊥
）

（
c
）

分析試料の前処理

　　　　　　←一一n白ヘキサン　／00磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・×．2回
　　　　　　・抽出（振とう　／0分間）

幽　　　　　　　　　亘一ヘキサン層
　　　　　　　　　　　　・脱水（無水冠α2804）

　　　　　　　　　　　　・．2’0認定容．

　　　　　　　　　　　　←一一内標準（コーへ嶺ン）／卿P皿

　　　　　　　　　　　　　を／認と試料5認を混合（αC分析のみ〕

　　　　　　　匝・吸光副

分析条件

　ガスクロマトグラフ　〔α0）検出器

　　キヤリァガス　　N2　∠0懇

　　充・てん剤　OV一／7．2％クロモソルプW

　　ガラ』スカラム　　2観φ×・2倣

　　カラム温度：　 ノ！0℃

　紫外可視自記分光光度計〔吸光光度計）

　　波長／90～370n皿1．Z4’nm）
　　ズリツト幅　　　4nm

　　使用　セル　　石英セル　10鰯×ノ0履

　　　　　　（以下余白次頁に続ぐ）



農　試験結果

分解度（矧付図　　　　1 付表

酸素消費量による結果 66　　　！ 一

GCによる蘇1 84ヌ」 1　2，

吸光光度計による結果

　　才9！　　6～8

3．4

ま　その他

　　　操作上唇に問題となる点はなかった。

以 上


